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科学枝術庁　金属材料技術研究所
　　　　　　　　工業化試験ということ

　わが国の火碗研究の

分里fでは，’1吐界1杓にも

著名な多くの業績を残

してきたし，現在も各

・方面に貢献しているこ

　　　　　　とはすでに定評があ

　　　　　　る。

　　　　　　　しかし実際の生産部

　　　　　門ともいうへさ’鉱工業

方而はどうであろうか。諦外国との披術捉携の件

数は少しも減少せず，毎年莫大な特許料とknow－

how料を支払っていて，しかも金属材料の分野

では，新時代の先端をゆく新材料と称せられてい

るものよりも，われわれの日常生活と密接に関述

の深いむしろ旧材料に，このことが多く認められ

るのは一考を史することではないだろうか。

　いささか旧1州に胴するけれど，i1広炉法が平炉お

よび冗気炉法と火に近代1「勺螂岡法の三ド流としてw

び脚光を浴びるようになったのは，」i幻知のように

オーストリアではじめて純酸素上■火法が成功して

からである。当時のオーストリアは，娘鋼設伽iの

急速な拡張が強く要望されていたが，スクラップ

と石炭の欠乏のため平炉法は採用できず，また保

有する鉄鉱資源の品位からトーマス転炉法も適用

し難いという立地条件にあった。転炉に酸素を利

用するカ法はすでに1925年頃より研究されていた

が，この研究に着目し，ついにこの緊急問魎を一

挙に解決したのである。すなわち1949年6月はじ

董一

　　第4舳ミ　遼藤勝治郎
めて2屯炉（後に15屯炉）による工業化試験が附I

始され，ユ952年11月，30屯炉2独による本格白勺拠

業に人るまでの，まことに驚異的な短期問内に，

純酸素」二■火転炉法が碓立された。この方法ではP

の低い平炉銚を吹精することが可能となり，また

スクラッブの1’』］魍を解決したのみでなく，これま

での転炉鋼の欠点と見なされていたN．P．Oの岬．

魍をも倣底的に解決したのであった。ユ953年度の

操業成紋と費重な経験が9人のエキスパートによ

って許細に報告されているが，このようなはなば

なLい成功を納めたのも，冶金，物理，化学，機

一械および電気等の各分野のエキスパートが総動員

され一つの目標に向って一貫した統制のある強方

な総合研究を行ったたまものであった。

　近代工業はますます総合科学の形態を帯びるよ

うになり、一つの皿要課魍を工業化試験に移し、

」一急に成果をあげるためには，各専門分野のエキ

スパートの強い協力があって，はじy）て可能であ

って，一専門分里1二の優秀な科学披術老が，卑独で

業絞をあげ生産に貢献することはますます困難と

なりつつあるo

　当所としては，国策の線に添った金属材料の要

望課題について，熔製から成品に至るまでの生産

過程の諸問魍を一貫して解決するために，特に強

力な共同研究体制をとり，応用研究や工莱化試験．

研究を爽施することを基本方針としているゆえん

もこれにほかならないのである。



モリブデンの真空アーク溶解に成功

　モリブデンは高温における機械的性質が優れて

いるほか熱伝導度，熱膨脹係数等の熱的性質も良

好なので，原子炉材料や高温材料として将来ひろ

く利用されるものと期待されている。しかし現在

のモリブデンの製造は粉末冶金法によっているた

め大ぎな板や棒を作ることは困難である。

　第2郁原子炉柑逝材料仙＝究三；｛では人〃モリブデ

ン鋳塊の製造を目的として真空アーク溶解法の研

究を行っている。突験に使」T1した溶解装附は当所

の消耗電独式真空マーク炉で，排気にはキネーポ
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　　　　　Moの工閉アーク溶岬過利1

ソプおよびルーツポンプを使用し，電概制禦は磁

気珊巾サーボモーター方式によっている。次に消

耗電極となるモリブデソは純度99．95％以上，粒

痩7～8ミクロンのモリブデン粉末を1200oCで

焼結したもので，その寸法は25mm×25mm×300

mmである。この電極棒と内径65㎜m深さ50m血

の水冷銅鋳型を使用して溶解を行った。真空度は

溶解開始と同時に図示のようにユ0」3台に低下す

る。アーク電圧は約32Vであるが，溶解終了時に

やや下っている。これは電版中での電月三降下の減

少にもとずくものと，■以われる。また旭撤の降下速

度はユ4cm／minで溶解速度はo．5kg／rninであっ

た。鋳塊は写J’〔のように肌が比椥コ勺良好で，凝固

而には結品粒を観察することができる。また電駆

．、．・灘；

・ぺ

命ノ　　Iド

1；1〔空アーク溶解したMo誠料

　　　　　　Mo椚一1E’1山似の溶1．舳状況

搾の溶解端は特典な形状を里し，巾火に穴があい

ている。溶解は現在までに10数回行われ，電圧電

流等の外的な溶解条件はほぼ把握されたので，今

後は炭素脱酸等の材質内部の問題を検討寺る予定

である。

超音波探傷による厚板の欠陥検査

　鋼材内祁の久附を非破峻1’1勺亭こ検川する〃法とし

て超杵波探傷は概めて有力であり，近1時広く実用

されているが，更に材料の遮正使川のリ，嘩とする

ためには，超音波探傷結果と久陥の実態および機

械的性質との関係を定量的に関述づけることが必

要である。

　よってまず1■，＝板な対攻とし，これの畑」干一7波傑似

を行い、続いてその一端而から漸次切削しつつ，

顕微銚卿察，磁粉傑傷等を行って欠陥の実態を求

y），超音波探傷結果との対応を求める突験を一進め

ている。いまだ最終緒諭を得るには至1」らないが，

　ユ　鋼板上の同一個所で探傷する場合，探傷器



　の価類により同じ欠陥からのエコーは必ずし

　も同じようには現オフれない。　（図ユ）

2　超音波探傷でエコーが認められる位置の断

面には磁粉探傷でも欠陥が現われる。

　（図2，図3）
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r図■に対応する探瀧

1図2 図1の超音波探傷の探触了・而下の噺面の磁粉

探傷模様（螢光）

3　磁粉の附着する位1撞1にはおおむね非金属介

花物が認められ，またその逆もおおむね成立

つ。（図4）

4　浸透探傷は磁粉探傷に比べ非金属介在物の

椥I．1感度が若しく思い。
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1菜14　磁粉探傷被様（．．L）と非金属介在物（下）と

　　　の対応（斜の線は研磨傷）



材技研の新Lい
　　　　　　　　溶接材料研禿装置

　終戦後わが国の溶接披術は’lil1界のレベルから30

年も遅れていると言われていたが，新彼術の導入

ならびにわが国溶接研究者と技術老の異常な努力

の糾火，わが順の溶接技術のある舳Iljはほぼ川1界

的レベルにまでのしあがることができた。とくに

わが困造船界の溶接披術は今日では！］1界一と白他

共にll’l1す舳変にまで充j止したが，これはll’1海一覗の

誇った概秀な〃「究舳と披術1｛ψが，〕彼をわかた哀）

研鮫の糸1■肌到述した成火である。

　しかし，　わカ㍉J…1の溶按披術は1，2の例ク十的榔

11一」を除いてはいまだかなり迷れており，とくに原

子炉ならぴに航牢機閑脈の溶按については終俄後

の1酬■■丘の故にその進歩が1■11界水昨からはるかに遅

れ，しかも塊イllではその解決がとくに急がれてい

るl1刊迦である。

　材技研ではこれらの溶接に関し，とくに材料面

に皿、点をおいて研究を推進することになっている

が，現イllでは原子炉川ステンレス鋼の溶接割れ防

止のllり則を材料而から研光するために実験を実施

しつつある。研究装借1としては咋年度でアーク溶

接研究設f肺の柊仙iがほぼ完了し，とくにわが1頑で

独得の突鮫装附として，溶接熱及び応プ」サイクル

　困二鰐 團蘭　，　　・
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写真2被糊アーク1三1醐溶披裟i冷

1■j二皇↓装il，jl■1（写典1）被キ班アーク白⑰，洋f一妾装肚（写

真2）が試作され研究実験に威力を加えている。

　前老の溶接熱及び応カサイクル再現装性は衝撃

引張機構を兼ねそなえた点で1止界でも有数の新し

い研究装置で，溶接中の母材のうける加熱および

冷却の熱サイクルならびに応カサイクルと同一の

サイクルを九棒試験片に電子管制御及び油圧制御

により完全に白動的に再現するための装置で，ス

テンレス鋼の溶接割れ，強悔1鋼及び低合金高張力’

鋼の溶接i」‘1…の研究に撤めてπ宝たものであるO

　また被覆アーク自動溶接装瞳は，被覆アーク溶

接棒を川いて下向，繊向，」二向，立向のあらゆる

姿勢で試験片を完全に白醐1杓に溶接する装溢で，

しかも溶接体の先蝪の鋤きを実際の手溶接と同様・

なウイーピング挑γl1とllr1一にしうるl1寸11能のもので

この師の装肚としてはわが困では蚊も逃んでおり

多分11，1外にも例が少ない装甘11■1と考えられる。これ

らの新装肚を川いて」一■トステンレス釧のミクロ閉

れとマクロ割れについて突験中で，その成果の一・

部はすでにユ958年ユ0刀30目の溶接学会言1一榊会で発・

表された。

細集禿f」＝人

印　　　舳1

橘　　　恭　　一　　　発行所

奥村剛川珠式会利＝

火火郁千代1111メl1几i干111111

科学技術庁金属材料技術研究所
　　　　　　　東京汽11F咄区1＝1＝1［1：一、12丁目300番地」

　　　　　　　　　　価諦則↓1（712）3181（代表）・


